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経済産業省「第四次産業革命を視野に入れた
知財システムの在り方に関する検討会」

の報告書の公表にあたって

東京理科大学　教授　博士（工学）
平塚　三好

IoTやクラウドサービスから生成されるビッグデータが人工知能や統計処理で分析されること
により、製造業の変革にとどまらず、医療分野やエアライン分野はじめ、様々な業種で新たなビ
ジネスモデルやサービスが創出されている。これを第四次産業革命と称している。

そして、国民生活に直接かかわる社会インフラまでに波及した結果、デジタルトランスフォー
メーション時代やビッグデータ社会が到来したとも言われている。これを受け、昨年、日本政府
は、インターネット・人工知能・ロボット技術などを高度に組み合わせた社会変革の考え方を
Society 5.0と称し、閣議決定した。それでも、我が国は、米国やドイツに対して周回遅れの感が
あるものの、猛追状態に入っている。

このような情勢を受け、経済産業省では、毎回の検討会に参加された小宮特許庁長官及び小柳
技監はじめ同省の関係部局の責任者を多数配置するとともに、産業界の有識者や学識経験者等を
集め、「第四次産業革命を視野に入れた知財システムの在り方に関する検討会」を立ち上げ、半
年間近く情報収集と議論を積み重ね、報告書を４月19日に公表した。小職も、30年前から人工知
能の研究を細々と続けてきていることもあり、同検討会の座長代理として微力ながら貢献させて
いただいた。

同検討会では、産業構造の変革に伴って、企業に求められる経営や知財の戦略が複雑となり、
知財の制度・運用に期待される役割も多様化すると捉えている。そのため、個別産業分野ごとの
将来像や課題を視野に入れ、データ利活用の促進や国際標準化の推進等に向け、知財システムの
在り方を検討してきた。

その成果を取り纏めた上記報告書では、「知財」と「標準」に加えて新たな競争力の源泉とし
て「データ」を合わせた３次元で思考する必要性を踏まえ、（１）データの利活用、（２）産業財
産権システム、及び（３）国際標準化の観点から総合的に検討したので、是非、報告書をご覧い
ただきたい。もちろん、今後の第四次産業革命の進行の具合によっては、修正が必要な部分も出
てくるであろう。

知財業務を通じ、異業種の技術を広く知り、オープン・クローズ戦略や標準化を肌感覚で理解
できる知財人こそ、この第四次産業革命において、例えば新たな事業企画の提案等の活躍が期待
されているのである。知財人は、もはや後方支援要員ではなく、事業開発を先導する参謀あるい
は特殊部隊員としても活躍できるはずである。
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米国やドイツに後れを取っている我が国が、戦後にモノづくり大国を実現した時と同様、世界
トップに躍り出るべく、知財業界を挙げて邁進する時である。我が国は、欧米にキャッチアップ
して抜きん出る歴史を築いてきたのであり、決して夢物語ではない。

進行中の第四次産業革命における第１ラウンドでは欧米にポイントを多く取られたものの、第
２ラウンド以降では十分に巻き返しを図り、最終的には我が国が世界をリードできると考えてい
る。もともと、ビッグデータの発生源であるセンサー等のIoTデバイスは我が国の半導体関連産
業のお家芸であり、強みである。さらに、我が国は、ユビキタスネットワーク社会やセンサネッ
トワークといったコンセプトでもって世界をリードし、IoTやインダストリー 4.0の実体的な技
術を築いてきた底力があるのである。

そして、小宮特許庁長官が申されている通り、健康医療、製造、自動走行等の分野におけるビ
ッグデータを活用した産業プラットフォームの覇権を我が国が握ることが可能である。これから
が勝負である。

本報告書を踏まえ、我が国が世界のトップランナーとなるべく、志ある知財人の奮闘を切にお
願いする次第である。

 以　上
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平成29年４月
第四次産業革命を視野に入れた

知財システムの在り方に関する検討会

第四次産業革命を視野に入れた
知財システムの在り方について
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